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商品売買①

ー日商簿記３級検定試験ー
第１問(仕訳)項目別対策

～今回の対策項目～＃３

（返品・手形・前払金・前受金・掛代金の決済など）

解説動画URL



第１問（仕訳）項目別対策

＜日商簿記３級検定試験について＞

・試験時間 ： ６０分
・合 格 点 ： ７０点以上

第１問【仕訳問題】 第２問【その他】 第３問【決算関連】

主な
出題内容

現金預金
商品売買

貸付金・借入金（利息の計算）
仮払金・仮受金

固定資産（購入・売却等）
訂正仕訳

消費税・法人税
株式会社会計

決算整理・決算振替
剰余金の処分・配当
伝票の推定

証ひょうの読取り

勘定記入（T字勘定）
補助簿の選択

理論問題（語句穴埋め）
伝票（伝票の記入）
伝票（仕訳日計表）
商品有高帳
固定資産台帳

精算表の作成
損益計算書・貸借対照表の作成
決算整理後残高試算表の作成

配点 ４５点（３点×１５問） ２０点 ３５点

おすすめの
解答手順

①（15分） ③（１５分） ②（２５分）

ポイント
ここで確実に高得点を！
目標は１３問（３９点）以上

初見で「難しい!!」と思わず冷静に！
確実に取れるところから部分点を！

時間を意識しつつ高得点を！
貸借の合計が一致しなかった時は
「必殺後回し!!」で次に進むこと！



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題１》
中古車販売業を営んでいる当社は、販売目的の中古車を500,000円で
購入し、代金は月末に支払うことにした。

＜会社の業務で使用するための車両を購入した場合＞



《問題２》
商品5,000円を仕入れ、代金のうち2,000円は注文時に支払った
手付金と相殺し、残額は掛けとした。
なお、仕入にともなう運送保険料1,000円は現金で支払った。

第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

○用語○
手付金・内金…商品を受取る前に代金の一部を支払うお金

手付金

手付金を除いた残金



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題３》
A社に商品8,000円を売上げ、代金のうち3,000円は注文時に受け取った
手付金と相殺し、残額は同社振り出しの約束手形を受け取った。

○用語○
手付金・内金…商品を受取る前に代金の一部を支払うお金

手付金

手付金を除いた残金



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題４》
かねてA社に掛売りした商品のうち1,000円が品違いのため、
返品されてきた。

●Point●
品違いや故障等で返品があった場合は、以前の仕訳を取り消すための「逆仕訳」を行う。



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題５》
先月末、A社から掛けで仕入れた商品100個（@500円）のうち、
20個に品質不良があったため返品した。

●Point●
品違いや故障等で返品があった場合は、以前の仕訳を取り消すための「逆仕訳」を行う。



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題６》
A社に対する買掛金10,000円を普通預金口座から振り込んだ。
その際、振込手数料として1,０00円が同口座から引き落とされた。



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題７》
本日、A社に対する買掛金50,000円および売掛金30,000円の
決済日につき、A社の承諾を得て、両者を相殺処理することとした。
なお、買掛金の超過分20,000円は小切手を振り出して支払った。

●Point●
同じ取引先との間に売掛金と買掛金が発生している場合は「相殺処理」を行い、
お互いの債権（債務）を帳消しにすることがある。

A社



第１問（仕訳）項目別対策
※本試験では、各設問ごとに勘定科目が与えられるので該当する「記号」で解答します

《問題８》
本日、A社に対する買掛金20,000円および売掛金30,000円の決済日につき、
A社から両者を相殺して差額を適切に処理する旨の提案を受けたため、これを
承諾した。なお、売掛金の超過分10,000円は同店振り出しの小切手で受け取り、
ただちに当座預金口座に預け入れた。

●Point●
同じ取引先との間に売掛金と買掛金が発生している場合は「相殺処理」を行い、
お互いの債権（債務）を帳消しにすることがある。

A社

当社
（イロハ社）


